
ヤ
〕
ど
ヽ
ｈ
ツ
ょ

う

滋
牢

国

領

遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
彦
根
市
田
附
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
三
年

（平
１５
）
四
月
１
二
〇
〇
四
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
滋
賀
県
教
育
委
員
会

・
⑪
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
神
保
忠
宏

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
後
半

・
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

国
領
遺
跡
は
琵
琶
湖
東
岸
に
あ
り
、
湖
岸
ま
で
は
約
二
航
に
位
置
す
る
。
愛

知
川
右
岸
の
自
然
堤
防
が
や
や
落
ち
込
む
地
点
に
あ
た
り
、
現
在
の
集
落
に
隣

接
す
る
水
田
地
帯
に
あ
る
。
近

く
の
人
幡
神
社
に
は
永
仁
六
年

全

二
九
八
）
の
銘
を
も

つ
七

重
石
塔
が
あ
る
。

今
回
の
調
査
は
県
道
建
設
に

伴
う
も
の
で
、
約
三
〇
〇
〇
♂

醐
を
調
査
し
た
。
調
査
の結
果
、

理

平
安
時
代
の
掘
立
柱
建
物
三

く

棟

・
溝

。
土
坑

・
井
戸
な
ど
、

室
町
時
代
の
溝
な
ど
を
検
出
し
た
。

今
回
報
告
す
る
柿
経
は
、
神
崎
郡
条
里
方
向
と
ほ
ぼ
同
じ
方
位
の
溝
か
ら
出

土
し
た
も
の
で
、
こ
の
溝
は
幅
約
三
ｍ
深
さ
約
三
五
伽
を
測
り
、
下
層
か
ら
は

平
安
時
代
の
遺
物
が
出
上
し
た
。
柿
経
は
こ
の
溝
の
上
層
で
、
溝
の
中
心
よ
り

南
側
、
直
径
約

一
ｍ
の
範
囲
で
出
土
し
、
比
較
的
原
形
を
と
ど
め
た

一
〇
枚
は

土
圧
で
押
さ
れ
二
つ
折
に
な
っ
た
状
態
で
ま
と
ま
っ
て
み
つ
か
っ
た
。
そ
の
ほ

か
は
周
辺
に
散
乱
す
る
状
態
で
出
土
し
た
。
総
数
は
三
一
六
点
あ
り
、
う
ち
文

字
の
記
載
さ
れ
た
も
の
は
二
〇
六
点
、
接
合
し
て
出
典
が
判
明
し
た
も
の
は
三

六
点
で
あ
る
。
共
伴
遺
物
が
な
い
た
め
時
期
は
明
確
で
は
な
い
が
、
薄
く
平
滑

に
仕
上
げ
、
経
文
を
片
面
の
み
に
書
写
す
る
形
態
か
ら
、　
一
五
世
紀
中
期
以
降

の
可
能
性
が
高
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω
　
　
ｘ
香
身
毛
孔
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐこ

溢
要
記

ｏ驚

②
　
　
×
品
嘱
累
於
汝
我
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐこ

と
反
鼠

ｏ解

③
　
　
×
広
宣
流
布
羹
閣
浮
提
無
　
　
　
　
　
　
（ＰＵ

溢
巽
足

ｏ解

い
　
　
×
龍
夜
叉
鳩
槃
茶
等
得
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐこ
登
巽
記

ｏ解

⑬
　
　
×
提
人
病
之
良
薬
若
　
　
　
　
　
　
　
　
（岸こ
登
撰
鼠

ｏ鐵

⑥
　
　
×
病
即
消
滅
不
老
不
死
宿
王
　
　
　
　
　
（岸こ

登
反
罵

ｏ留
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×
若
見
有
受
持
是
経
者
応
以
青
蓮
華
盛
満

含
己
溢
粟
鼠

×
散
其
上
散
巳
作
是
念
言
此
人
不
久
必
　
（Ｐじ
登
授
足

×
草
坐
終
道
場
破
諸
魔
軍
当
吹
法
螺
撃
大

含
『ｏＸ
Ｐ授
恩

×
度
脱

一
切
衆
生
老
病
死
海
是
故
求
仏
道

含
０
お
授
鼠

×
持
是
経
典
人
應
当
如
是
生
恭
敬
心
　
　
（Ｐこ
述
受
記

「説
是
薬
王
…
品
時
八
万
四
千
菩
薩
得

６
翠
ｗ２
溢
撰
記

「解

一
切
衆
生
語
…
尼
多
賓
如
来
朴
賓
塔
（いい＋
Ｐｏ卜）×
ＰΦ×
９
囀

×
善
哉
善
哉
宿
王
華
×
　
　
　
　
　
　
　
（じ
益
粟
鼠

×
徳
乃
能
問
釈
迦
牟
尼
佛
如
×
　
　
　
　
（こ
さ
粟
記

×
音
菩
薩
品
第
二
十
四
　
　
　
　
　
　
　
（μ己
述
奨
急

×
尼
佛
放
大
人
相
肉
善
光
明
及
放
　
　
　
（μ∞伽Ｘ
Ｐ受
急

×
光
通
照
東
方
百
八
万
億
那
由
他
　
　
　
（Ｐこ
溢
授
鼠

×
有
世
界
名
浄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ｓ∞γ
μ実
鼠

×
智
如
来
應
供
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（３
溢
授
足

要 昌 霞 霞 目 霞 目 思 君 昌 目 昌 露 目

en   1331   1321   1311   eO1   991   oc1   9り    961   99   9つ    931     921   911

×
士
調
御
丈

×
菩
薩
大
衆
恭

〔童率〕

×
百
豪
光
明
遍

×
薩
不
起
子
座
身
不
動

×
者
閣
幌
山
去
法
座

×
蓮
華
閣
浮
檀
金
為

×
髪
凱
叔
迦
費
以
為
其
蔓

×
是
蓮
華
而
白
佛
言

×
有
若
干
千
万
蓮
華

×
葉
金
剛
為
髪
凱
叔
迦

×
迦
牟
尼
佛
告
文
殊
師
利

×
従
浄
華
宿
王
智
佛
國

×
而
来
至
此
娑
婆
世
界

×
王
難
苦
　
臨
刑
欲
壽
終

（
ω
］
）
×

μ
∞
×
９
］

（
ω
卜
）
×

Ｐ
ｏ
×
９
］

（
伽
卜
）
×

μ
Φ
×
ρ
］
　
ｏ
∞
四

（
滓
ω
卜
）
×

Ｐ
∞
×
９
囀
　
ｏ
∞
牌

（
Ｐ
の
∞
）
×

Ｐ
∞
×
９
］

ｏ
∞
ド

（
Ｐ
⇔
〇
）
×

Ｐ
『
×
〇
］
　
ｏ
∞
Ｐ

（
Ｐ
ω
Ｎ
）
×

Ｐ
∞
×
９
］

ｏ
∞
Ｐ

（
滓
い
∞
）
×

Ｐ
∞
×
９
］

ｏ
∞
Ｐ

（
μ
ω
ω
）
×

岸
∞
×
９
］
　
ｏ
∞
Ｐ

（
Ｐ
Ｓ
ヽ
）
×

Ｐ
『
×
９
］
　
ｏ
∞
Ｐ

（
Ｐ
Ｓ
∞
）
×

Ｐ
∞
×
９
］
　
ｏ
∞
Ｐ

（
Ｆ
Ｏ
枷
）
×

Ｐ
『
×
９
］

ｏ
∞
μ

（
ド
⇔
じ

×

μ
『
×
９
〕

ｏ
∞
Ｐ

念

彼

観

音

力

　

刀

尋

段

段

壊

（
μ
枷
］
）
×

Ｐ
∞
×
９
囀
　
ｏ
∞
岸
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【
詑
力
〕

⑬
　

□
□
是
故

（
Ｐ
囀
〇
）
×

Ｐ
『
×

９

］
　

ｏ
∞
Ｐ

∞

　

□
是
注
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（〕こ

溢
撰
罵

ｏ留

経
文
は

一
枚
に

一
七
文
字
を
記
す
。
ω
ｌ
い
は

『妙
法
蓮
華
経
聘
薬
翌
菩
薩

本
事
品
第
二
三
で
、
①
は

一
四
人
行
日
、
９
ｌ
④
は

一
五
〇
―

一
五
二
行
日
、

０
１
的
は

一
五
四
行
―

一
六
四
行
部
分
で
あ
る
。
⑫
⑬
は
圭
頭
状
の
頭
部
が
残

る
。
∽
は

一
六

一
行
目
で
あ
る
が
中
間
で
四
文
字

「菩
薩
本
事
」
が
欠
け
る
。

⑬
は

一
六
二
行
目
で
あ
る
が
、
中
間
で
三
文
字

「言
陀
羅
」
が
欠
け
て
い
る
。

⑭
ｌ
⑬
は

『妙
法
蓮
華
経
』
菩
薩
品
第
二
四
で
⑬
は
そ
の
巻
首
で
あ
る
。
ロ
ー

の
は

一
行
目
１
七
行
日
部
分
、
例
ｌ
⑬
は
二
九
行
―
三
人
行
日
部
分
で
あ
る
。

⑭
は

『妙
法
蓮
華
経
』
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
五
の
九
七
行
目
で
あ
る
、
五

文
字
ご
と
に
間
隔
を
区
切
っ
て
記
す
。
ω
的
は
経
文
は
特
定
で
き
て
い
な
い
。

９
　
関
係
文
献

滋
賀
県
教
育
委
員
会

。
働
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会

『国
領
遺
跡
』
０
一〇

〇
六
年
）

（神
保
息
宏
）

異
体
字
雑
感

異
体
字
の
中
に
は
、
複
数
の
文
字
を
組
み
合
わ
せ
て
一
つ
の
文
字
と
し

て
い
る
も
の
が
あ
る
。
「麿
」
な
ど
、
上
下
に
組
み
合
わ
せ
た
も
の
が
典

型
で
あ
ろ
う
。
や
、
通
常
二
文
字
と
見
な
さ
れ
て
い
る

「戸
主
」
「戸

口
」
も
こ
う
し
た
タ
イ
プ
に
分
類
で
き
る
。

一
方
、
左
右
に
組
み
合
わ
せ
た
も
の
も
存
在
す
る
。
「妹
」
は
、
「条

女
」
を
左
右
に
組
み
合
わ
せ
る
。
ま
た

「鮮
」
と
年
魚
を
左
右
に
組
あ
わ

せ
た
文
字
も
先
頃
確
認
さ
れ
た
。

左
右
に
組
み
合
わ
せ
る
場
合
、
最
初
の
文
字
を
右
側
に
書
く
。
こ
れ
が
、

読
む
者
を

一
瞬
戸
惑
わ
せ
る
。
「妹
」
は
つ
い

「女
偏
」
十

「条
」
に
、

「鮮
」
は

「魚
偏
」
＋

「年
」
に
見
え
て
し
ま
う
。
現
在
、
「魚
偏
」
に

「堅
」
と
書
く

「鰹
」
も
ま
た
、
実
は

「堅
魚
」
を
右
か
ら
書
い
た
文
字

が
定
着
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
ん
な
事
に
感
心
し
て
い
た
ら
、
渡
辺
晃
宏
氏
が

「
こ
ん
な
文
字
が
あ

る
」
と
珍
字
の
写
真
を
見
せ
て
く
れ
た
。
「鮪
」
。
ま
あ
要
す
る
に
、
魚
の

「謄
」
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う
が
、
古
代
人
な
ん
と
も
自
由
に
、
そ
し
て

巧
に
漢
字
を
使
い
こ
な
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

（馬
場
　
基
）




